










Aさん（62歳）の障がいは肢体不自由。知的障がいの重複障がいはない。Aさんが通う障害福祉サービス事業
所の仲間たちの主たる障がいは知的障がいと身体障がい。Aさんは他の人が職員に幼稚園児の様に甘えて

いるのを見て、「自分は、人に甘えずにこれまできた。私は知的障がいはない。自分は他の人とは違う。」と他の人と
同じ並びにされるのを嫌がっていた。職員がどんなにアプローチしても頑なだった。また、Aさんの交友関係は少な
く、本事業所と教会の仲間が主である。

事例経過
　本事業所には、令和2年度より「外部指導者派遣事業」
で、指導者を派遣している。令和2年度はダンスや歌を中
心とした表現活動だった。Aさんは、あまり乗り気ではな
かった。「作業の休憩がてらにそばで見るだけでもいい。
好きな書き物をしていてもいいから」と職員が誘った。そ
の時、外部指導者がAさんが書き溜めていた数々の文章
に目をとめた。
　令和3年度の本事業に引き続き参加することになり、外
部指導者が「Aさんの作品で、劇を作ろう。」と提案した。
※外部指導者派遣事業　1事業所に対し年間3回指導者を派遣する。

取り組みの内容
　事業所の利用者の年齢幅が広いため、アダルトチーム
とヤングチームに分け、Aさん原作・外部指導者脚本の劇

「おでんのけんか」「ふわふわさんともこもこくん」をそれ
ぞれ1回ずつの練習後、発表会をした。伸び伸びと可愛
く、指導者の伴奏でミュージカルのような雰囲気に仕上
がった。
　令和2年度は事業所の職員の本事業に対する関心が
薄かったが、今年度は「演劇をする？」と、作業を止めて見
学に来てくれた。Aさんは「自分の作品を演じてくれた。し
らけられたらどうしようと思っていたのに、それも楽しそ
うに！」とそのことをとても喜んでいた。

まとめ・今後の展望
　Aさんは、これまで若い子たちに教えることを「それは
自分で学ぶこと」と嫌がっていたが、今回の経験を通し
て、困っている人に手を差し伸べるようになり、他人を認
められるようになった。Aさんに自信がついたこと、何よ
り、仲間意識を持つようになったことの成果は大きく、そ
の要因として「外部の人に認められた」ことが考えられ
る。外部の指導者が入ることは、職員にとっても効果を
もたらした。外部指導者の利用者さんとの関わり方やサ
ポートの仕方を見て、「利用者さんに対して先入観や固
定観念があったのではないか等、改めて考えるきっかけ
になった。」などの感想をもらった。今後も、サポートセン
ターとして文化芸術活動が何らかのきっかけ作りとなる
よう支援していきたい。
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—事例についてご紹介いただけますか？

天野　山あいにある「パステル工房」という、主に知的障害
の方が利用されている事業所におられるAさんの事例（➡
42ページ）を取り上げました。
　「パステル工房」には当センターが行っている外部指導
者の派遣事業で舞台芸術の指導者を派遣していました。
　工房には10代の方から高齢の方まで幅広い世代がおら
れることもあり、なかなか相互に交流が持てていないという
ことだったので、合計3回の派遣事業の中で1回目はヤン
グチーム、2回目はアダルトチーム、そして最後は発表会とい
う形で歌やパフォーマンスを披露しあいました。
　Aさんは知的障害ではなく肢体不自由の方で、担当者に
よると「自分はみんなとは違う。みんなは指導者の方にこど
ものように甘えたりするけど、私はそんなことはしない。私は
自分でちゃんと考えていろいろなことができる」という思い
を抱いておられたのだそうです。そういうこともあり、指導員
の方とは話をするけれど、なかなか周りの人たちとの交流
は持てなかったし、馴染めないという状況だったんです。
　一方で、Aさんは詩を書いたり、文章や物語をたくさん書
き留めておられましたので、これをみんなの前で発表する
ことができないかということを担当者や指導者が考えるよ
うになりました。１年目はなかなかそこまで発展しなかった
のですが、２年目の今年こそということで、この方の作品を
ミュージカルにしようという話が固まったのです。
　脚本は、Aさんの物語を外部講師の方に少し手直しをい
ただく形で一緒につくりあげ、アダルトチーム向けに「おで
んのけんか」、ヤングチーム向けに「ふわふわさんともこもこ
くん」という2本ができました。音楽も、講師と音楽家の方が
曲をつけてくれました。
　すると、自分の作品をみんながこんなふうに受け入れて
くれる、一緒に感じてくれる、ということを彼女が感じたこと
で、彼女の心がすごく開けた感じになったんです。「自分は
他人と違う」と思っていたのが、「あ、みんなは私のことをこ
んなふうに受け入れてくれるんだ、私もみんなと同じように
人に頼ってもいいんだ」というような気持ちが指導員にも読
み取れるようになって、みんなとの交流ができるようになっ
ていったと。
　自分の方から頑なに殻に閉じこもって線を引いていたは
ずなのに、彼女が作ったお話をみんなが楽しそうに演じてく
れる。それを見て、仲間がいるっていいなといったような気
持ちになってきたんだろうと思います。
　この事例で一番良かったことは、Aさんが文化芸術活動
を通してみんなと一緒に関わり合いがもてるようになったと
いうことだと思います。また、それを見て、支援者の方々が
利用者の方を見る目も変わった。どこか固定観念で彼女た
ちはこうなんだ、ああなんだと思っていたけれども、いやい
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や、こういう違う面があったんだということを知ったんです。
　たとえば劇の練習をする中で、いろいろと大きな声が出
たり、大きな声で歌ったり、大きな動きをしたり、というような
様子を見て、作業等の場面だけでは見えてこなかった彼
女彼らの表現の力とかを知ることができたりして、指導者に
とっても、彼女彼らにとっても、互いに良い結果になったと
いうわけです。

—この事例の今後についてもお話しいただけますか？

宮本　今年度から愛媛県で舞台芸術のワークショップも事
業として行うことになったのですが、採択された事業者が
先ほどの外部講師の方が参加されているところだったんで
すね。
　前日、そちらの企画提案書を拝見したのですが、その舞
台のもとになる脚本というのがこのAさんの作品なんです。
これは、Aさんが達成感や満足感を感じ、みんなに表現し
てもらう喜びも感じられたので、彼女も了解したのだと思い
ますし、やってみようということになったんだと思います。

—舞台演劇を通じてご本人さんの心も開いていったし、

支援者も変わっていった、良い事例だと思います。

　これは他の支援センターの皆さんにもお聞きしたんですけ

れども、「良くなったという事例を出そう」というバイアスみた

いなものはかかっていました？

天野　そうですね、やっぱりそれはあると思います。

—良い事例を集めるのは、障害者芸術文化活動支援普

及事業にとって意義のあることだと思います。障害福祉サー

ビスの事業所に関わっている者として、この事業の意義とい

うのは、展覧会をするということだけではなくて、素晴らしい

アール・ブリュット作品を見出すことだけでもなくて、障害当事

者や家族、支援者に何らかの変容をもたらすことが最終目標

ではないかなと思っています。この事例も、切り口を脚本と演

じ手という形に変えて体現されたものだと思いました。

　県のワークショップでAさんの脚本が選ばれたということな

んですが、この脚本の権利とかはどうなるんでしょうか。事業

者とAさんとの間で契約書というか、とりきめのようなものは

交わしているんですか？

天野　権利の話とかはこれからのことですね。

—こういった事例も少しずつ増えてきているのかなと思い

ますので、いずれ「権利」についての研修会もできたらいい

ですね。

宮本　今年度、広島県から弁護士の方に来ていただい
て、権利擁護の研修会を予定しています。

—話は変わりますが、たとえば引きこもっていた人が舞台

芸術に関わることで再び一人暮らしをやってみようと思うよ

うになったりとか、舞台芸術のもつ力というものを本事例で

も他県の事例でも強く感じたんです。

　ただ単に発表の機会の場というだけではなく、舞台芸術

をすることで当事者の方を変えていくような効果みたいなも

のは感じますか？

天野　はい、今回の公演の発表会が2022年12月25日にあ
るのですが、そこまでの過程・・・たとえばワークショップなど
がいちばん大事なことだと思います。
　障害のあるなしに関わらず、ワークショップにボランティア
として、演技者として参加してもらいながら、いろいろな人
が交流をすることで、すこしでも自分を開放していければい
いなと思います。

宮本　本事業の意義は、「人と人がつながること」だと思う
んですね。ひとりひとりの方の生き方とか生きがいであると
かそういうふうなもの、それぞれの求めているものをこちら
が追求してあげることができればと思います。そのための場
として、舞台芸術やワークショップはとても有効に働きやす
い媒体なのではないかなと思っています。

—Aさんは自分は知的障がい者ではないんだ、私はこの

人たちと違うんだ、という思いがあって、その考えもAさんの

生き様だと思うんですが、私たちはAさんのそういった考え方

をどこかで問題行動と捉えがちなんですね。

　でも、芸術文化や舞台芸術というのは、そういった生き様

にスポットライトを当てやすくしてくれると思うんです。Aさん

本人は舞台を通して輝いている知的障害者の人を見ただろ

うし、自分の作品を喜んで白けずに演じてくれたことに嬉しさ

を感じたとかもあると思います。そういったことを身近に感じ

れる仕組みづくりというのがアートにはあるのかなと。

　本人も喜んでいて、周りの方も喜んでいてというのは具

体的にどういうふうに変わっていったんですかね。

天野　自分たちが日常の生活の中で一方的に決めつけて
いたことが、この人たちはこういう力もあったんだ、じゃあこ
ういうアプローチをしたらもっと変わるんじゃないか、という
ような、利用者さんに対する支援の仕方／評価の仕方が
変わってきたというのは聞いていますね。

—ちなみに天野さんはその舞台を見に行ったんですか?

天野　私は当日行けなかったのでYou Tubeで見ました。
　それぞれ１回しか練習してないんですよ。３回しか派遣が
なかったので、アダルトチーム１回、ヤングチーム１回、ワーク
ショップ１回という。
　でも、練習しているときに事業所にお邪魔したことがある

のですが、普段の様子とは違って、最初皆さん恥ずかしそ
うにされているのが、だんだん声が出て、からだが動いて、
自分たちでアイデアを出して、というふうに聞いていたので、
それがすごく、１回２時間の練習ではあったんですけれど
も、良かったと聞いています。

—舞台をやるのって絶対恥ずかしいじゃないですか。

　たとえばこの3人、天野さん、宮本さんと僕で舞台をやらな

いといけないってなった時に、最初声も出にくい。天野さんど

うですか、いきなりだせますか？

天野　無理・・・（笑）

—恥ずかしいけど、やっぱりちょっとずつ慣れていったりと

か、宮本さんが声を出してるのを見て俺も出さないといけな

いとか、天野さんに引っ張られて身振り手振りもすごく大きく

なったりとか、変わっていくわけですよね。その変化のスパン

がすごく短くて、なおかつみんなから拍手を浴びて良かった

ねと称賛を受けることができるというのは、障害の当事者と

してはとても嬉しいんじゃないでしょうかね。

　スポットライトを受けて主役になるなんていうことは、なか

なか大人になってからはないことですよね。そういうことの効

果みたいなものをなにかうまく示せられたらなと思うんですが

いかがですか？

宮本　はい、実は愛媛県では特別支援学校でも何件かこ
ういうミュージカルの取り組みをしていたんですね。
　今年はある学校が、その次は違う学校が、というふうに
やっていたんですけど、偶然なのですが、今回の舞台芸術
に関わってくれている会社の人たちがそのミュージカルにも
携わっていたんです。
　その時、私たちから見たらどうしても主役級には入らない
だろう、という子たちを主役級に抜擢してくれたりとか、思わ
ぬ能力を発揮してすごい演技をしたりする子が出てきたり
するんですよ。本当に何回かやっていくうちに子どもたちが
変わっていって、それにボランティアとして関わっていた高
校生もどんどん変わっていくんですね。そういうのを見せて
もらっていると、この舞台芸術の面白さを感じます。

—舞台演劇をもっと、障害当事者がやっている舞台演

劇を見に行きたいなと思いましたね。天野さん、宮本さん、

お忙しいところ、座談会にご参加いただきありがとうござい

ました。
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　令和３年度になっても私たちはコロナ禍を経験している
只中に居り、従来型の発表形態そのものが、むしろ社会へ
伝えていく形態として適していないこともあるという前提も、
パスレルとしては考えはじめていました。そこで山口情報
芸術センター（YCAM）の会田大也さんにプロジェクトディ
レクターを依頼し、インターネットとスマートフォンの普及に
よって身近になった情報伝達デザイン技術を利用した日常
を記録、編集、発信する技術を障害のある方やその支援者
の方々に届けることを考えました。つまり、福祉施設や福祉
事業者、また障害当事者や一緒に暮らす人を対象に、会田
さんや YCAM の技術スタッフが直接伝えに行きますとい
う内容です。日常編集の実践機会を身近に引き寄せるこ
とで、身の周りの些細な自己表現や行動や行為が、実は創
造的な産物であるという気づきに一歩近づく事ができるで
しょう。また身近な方法で発信することが出来れば、これは
社会参加の機会を引き寄せる入り口にもなります。
　そういう理由で仕掛けた今回の企画ですが、制作された
映像を見てみると「なんでここに注目したの ?」「どうしてこ
れが気になったの？」 という仕掛けた側の我々の想像を超
えた作品ばかりで、ワクワク感と同時に障害当事者と関わ
る時のヒントをもらった感覚になりました。おそらく、制作に
並走している会田さんのエデュケーターの手腕も発揮され
ながら、会田さん自身も驚きや発見の中に居るのです。
　当法人は障害福祉サービス事業所を運営し、障害のある
方の支援に携わっています。私たちは、普段の現場での支
援において、支援する側と支援される側に分かれるのではな
く、両者の間には共生社会という対等な立場が存在すると
いう考えのもと支援を行っています。こちらが支援しているつ
もりでも障害当事者からの感謝の言葉で心が温まったり、逆
に励まされたりとこちらがホッコリとする場面があります。
　まさに、ビデオ・プリゼントの企画と障害福祉の現場は

「技術を手渡す側・手渡される側」、「支援する側・される
側」というような一方通行の関係ではない、お互いの学び
の場がそこにあると思います。そんなことを再認識させてく
れた企画です。今回の気付きを大切に、今後、映像編集技
術が福祉の現場等にも気軽に取り入れられるようにパスレ
ルとしても継続して考えていく予定です。

パスレルセンター長　岡村忠弘

ビデオ・プリゼント
「イマココ」を発信できる、ビデオ技術を届けます

video-present.tumblr.com

主催：中国・四国 Artbrut Support Center passerelle
企画：山口情報芸術センター［YCAM］
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ビデオ・プリゼントの取組みについて
企画担当：山口情報芸術センター　会田大也

　ビデオ・プリゼントは、山口情報芸術センター［YCAM］
で2021年〜2022年にかけて行われた映像ワークショップ
です1。まずはじめに発達障害や自閉症についての啓発普
及活動を行っている団体などへお伺いし、映像の撮影や編
集といったテクニックを当事者や保護者、また通所施設のス
タッフなどへと手渡していくという企画内容を説明しました。
その結果、賛同してくれた方々のサポートを得て各参加者へ
とコンタクトし、ワークショップを実施することができました。
結果として10を超える映像作品が完成し、特設ウェブサイト
がつくられたという訳です。

　実は、こうした取り組みの礎には、過去のある活動があ
ります。それは2010年度に美術家である藤井光さんを招
聘して実施した「meet the artist 2010」という長期ワーク
ショップです。約１年間の活動期間中、公募で集まった市
民コラボレーターが各々映像作品を作り上げ、その成果と
して「自分たちのメディアを創る映像祭」というイベントを実
施しました。活動の中で藤井さんは「プロっぽい映像を目
指すのではなく、日常の文房具としての映像メディアを使っ
て、市民目線の映像作りに挑戦しよう」とメッセージを発し
ていたように思います。当時の参加者には、映像を趣味と
して楽しむ人だけでなく、例えば自分の生い立ちを振り返る
映像を作る人や、障害のある人たちの日常に寄り添う日記
やメモのような作品を作る人もいました。活動や成果として
は実験的でありつつ、映像の可能性を拡げる取り組みでも
ありました。こうした背景の中、今回も実験的な活動を中心
に置くYCAM が、そうした取り組みの元に社会応用的な
活動として展開したプログラムが今回の取り組みです。

　さて、今回のワークショップの手順は、特設サイトにも掲載
しています通り、大まかには以下の手順で進められました。

1. イントロダクション
2. カメラと三脚の使い方の説明
3. 散歩しながら撮影
4. 編集作業
5. 作品タイトルや説明を考える

　イントロダクションでは参加者に対し、約130年前に登

場したリュミエール兄弟2の制作した映像を紹介しながら
「凝った技術がなくても、据え置きのカメラでただ対象を撮
るだけで、充分に作品になり得る」ということを伝えました。
その後、三脚やカメラの使い方を説明してから散歩に出か
け、いわゆるロケ撮影を楽しみました。撮影から帰ると、講
師が手伝いながら編集したり、または本人の希望に応じ、
編集ソフトの使い方をその場で教え、自分なりに編集作業
をしてもらいました。最後にタイトルや説明を考えて、作品
は完成です。

　特設サイトに掲載されている映像作品は、我々が映画や
テレビなどで目にする映像とは少し異なります。実は130年
余りの映像の歴史において、映画やテレビなどで培われて
いった暗黙のルール、映像言語といわれる「お約束」が数
多く生まれました。例えばニュース映像などの「短時間で効
率的に誤解なく伝えるための映像形式」のように、私たちは
日々形式に則った映像を繰り返し見ています。ですから、そ
うしたルールが観る側の目にもいつのまにか染みついてい
る可能性があります。しかし実は映像を撮影するという行
為には、本来もっと自由な、撮影者の興味や関心がそのま
ま現れるような、いわば心の鏡のような振る舞いが含まれ
ているのです。それは例えば、私たちが幼い頃に庭の虫や
葉っぱなどに、目を輝かせて興味・関心を抱いていた時期
の眼差しと重なります。人間が社会に順応していく過程で
は、分かっているつもりになって対象をよく観察しないという
ようなことが起きるかもしれません。今、目の前にある対象
をまるで初めて目にした時のようにジッと見つめ、次にどん
なことが起きるんだろう？とワクワクしながら眺める。見えて
いる風景の中から、人工物も自然物も人間もすべて等価に
見なし、自分の興味のあるものに素直にカメラを向ける。今
回撮影された映像の中にはそうした視点がいくつも見つか
るように思います。

　今回発表された映像を眺めながら「撮影者は何に着目
しているんだろう」「なぜこのカットとこのカットを繋げたんだ
ろう」などと考えてみると、参加者たちが普段見ている風景
に少しだけ近づけるような気持ちになります。例として私が
ワンダさん3と一緒に山口市内のサッカースタジアムを撮影
していた際に、彼が突然ガラスにとまっている虫にフォーカ
スを合わせたことがありました。それまで無人のスタジアム
の荘厳さに惹かれていたようなコメントをしながら撮影して
いたのに、次の瞬間には小さな小さな虫に視点が移ってい
る。現場に立ち合っている私としても、その鮮やかな裏切り
と自由さに心を打たれた瞬間でした。「ああ、スタジアムを
撮影し始めたからといって、建築をテーマにした映像にな
る、なんて安易な予測をしていた自分が恥ずかしい！」とい

う、むしろ清 し々さすら感じたエピソードです。他にも、参加
者の保護者の方から「我が子の見ている風景を少し覗け
た気がしました」というコメントももらいました。現場に立ち
合った経験から述べると、彼らは彼らなりに、結構はっきり
した理由や根拠に基づき、撮影や編集をしています。もち
ろんその優先順位は、私たちが見慣れた映画やテレビのそ
れとは異なるものですが、決して奇を衒ったものではなく、
その場その場で心の赴くままに撮影し、見たいように繋げて
いったのがこれらの作品なのです。

　タイトルに含まれる「プリゼント present」という語には、あ
るがまま目の前にあるもの、という意味があります。目の前
にあるものをあるがままに贈ったり、受け取ったりしながら、
いろんな人たちがあるがままに生きられる社会が生まれる、
そのきっかけになるなら、今回の活動の意義はより深まるこ
とでしょう。

1. 厚生労働省の令和3年度障害者芸術文化活動普及支援事業の一
環として、高知県の NPO 法人脳損傷友の会高知青い空／中国・四国 
Artbrut Support Center passerelle（パスレル）が主催となって実施さ
れている事業です。

2. オーギュスト・リュミエールと、ルイ・リュミエール。シネマトグラフという
映像撮影・投影が行える機材を開発し、1895年に初の商業的な映画興
行を行った。撮影のために世界中を旅した彼らは日本にも立ち寄ったこ
とがあり、その時撮影された映像は、日本最古の映像記録でもある。

3.「雨の散歩」という作品を制作した参加者。今回のワークショップに参
加する前に、自分なりにどんな映像を撮れるか色々実験をして、準備万
端の状態で参加してくれた。

会田大也
1976年生。ミュージアム・エデュケーター。東京造形大学、
情報科学芸術大学院大学 [IAMAS] 修了。2003年の開
館時より11年間、山口情報芸術センター[YCAM] にて教
育プログラムの開発運営を行う。ミュージアムにおけるメ
ディアリテラシーや美術教育、企業との協働による教育プ
ログラムの企画立案、地域での各種プロジェクト、また企業
における人材開発といった分野で、ワークショップやファシ
リテーションの手法を用いて「学校の外の教育」を実践し
てきた。一連のオリジナルメディアワークショップにてキッズ
デザイン大賞、担当した企画展示「コロガル公園シリーズ」
で、文化庁メディア芸術祭、グッドデザイン賞などを受賞。
2014年 -2019年東京大学大学院 GCL 特任助教。あい
ちトリエンナーレ 2019／国際芸術祭「あいち2022」キュ
レーター（ラーニング）。2019年より山口情報芸術センター

［YCAM］学芸普及課長。
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